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工 学 研 究 科 化 学 機 械 学 専 政
撹拝槽の輸送現象に関する研究
(主 査)
論文調査委員 教 授 水 科 篤 郎 教 授 永 田 進 治 教 授 桐 栄 良 三
論 文 内 容 の 要 旨
撹拝槽は化学工業において広く用いられている装置であるが, その主な目的は被撹拝物の均質化, 輸送





















ルより解析し, 解析解を得, これが測定結果とよくあうことを確かめた｡ 最後に細線形電極による流速測
定を行ない, 槽内の乱流の挙動について検討した｡ その結果平均流エネルギ- の消散が乱流エネルギー発




念を連続系にまで拡大して考察し, 新 しい混合無次元数を定義し, これを用いれば槽内温度むらはよく整
理されることを実験的に確かめた｡ ついで, これまでの研究結果から撹拝効果が高く翼の構造および製作
が簡単な接辞巽を考案して混合速度, 所要動力および槽壁面伝熱係数を測定 した結果, 高粘性流体撹拝に
す ぐれた効果をもつヘ リカル リボン翼と同等の特性をもつことを確かめた｡
第5章では本研究の結論をまとめている｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は化学工業で広 く用いられている撹拝槽について, 槽壁および槽内における輸送現象の両面か ら
研究を行ない, その関連を明らかにするよう努力したものである｡ またその結果得た知見をもととして,















6 ) 細線形電極による流速測定を行ない, 槽内の乱流の挙動について研究 し, 平均流エネルギーの消散が
乱流エネルギー発生源であり, 乱流エネルギーは拡散および対流によって移動しながら消散されていくこ
とを明らかにした｡
7) 撹拝反応槽内の温度む らの発生原Ergrおよび支配因子につき検討し, その結果新 しく定義 した混合無次
元数を用いれば温度む らをよく整理できることを示した｡
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8)撹拝効果は, 高粘性物質に最適といわれるヘリカルリボン翼と同等で, その構造および製作がより簡
単な楕円板型撹拝翼および楕円リボン型撹拝翼を開発し, その撹拝特性をしらべた｡
以上要するに本論文は撹拝槽の輸送現象につき総合的かつ系統的に研究したものであり, その成果は撹
拝反応槽の解析および設計に役立つもので, 学術上, 工業上寄与するところが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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